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○ 本ハンドブックは、随時事例収集等を行い、必要に応じて加筆・修正を図りなが

ら内容を充実させていきます。 

○ 参考となる取組事例、ご意見、ご要望等がありましたら、神奈川県住宅計画課ま

でご連絡ください。 
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地域での話し合いの中で、皆が集まる場（拠点）が欲しいとの意見が出ることもありま

す。集まる場と言った場合には、人だけが集まることを指す場合がありますが、ここでは

自らが運営するハード的な集まる場（拠点）とソフト的な体制や活動内容などの両方を検

討する際の留意点やポイントを取りまとめています。場合によっては、ハード的な集まる

場（拠点）を既存の会議室、集会室、コミュニティカフェやメンバーの自宅などで済ます

ことができる場合もありますので、活動内容によって柔軟な対応をお願いします。 

 

第１章 自らが運営する集まる場（拠点）づくりの準備 

 

 

コアメンバーによる検討 

 

 

 

 

 

○集まって話す機会を持つ 

まずは、ハンドブック３で話し合ったメンバーをコアメンバーにして、集まる場

（拠点）の確保に向けた目的などメンバーの思いを話す機会を持ちましょう。集ま

るメンバーは、コーディネーターが声かけをしてもよいし、コアメンバーが自発的

に声かけをしてもよいでしょう。 

○深く話してみる 

深く掘り下げて話す際には、目的、活動内容などを

具体的に考えながら話しあってみましょう。話し合い

を進めていくうちに、自分たちだけでは解決できない

問題もでてきます。その時は、建築士などの専門家に

相談してみることも重要です。 

また、メンバーには、民間企業や NPO の方を含め

るなど、多様な人と話すことで、いろいろな気づきが

あるかもしれません。 

 

 

 

 

 

１ 

コアメンバーで、集まる場（拠点）づくりに向けて具体的な検討をおこな

いましょう。 
 

人によって集まる場（拠点）イメージが異なる場合があるので、まず、

お互いのイメージを共有してから、実現に向けて何をどう進めるかを考

えます。 
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【専門家などの相談先】 

 

 

○専門家に相談してみる 

メンバーだけで、集まる場（拠点）づくりに必要な専門知識がまかなえない場合

は、専門家に相談してみましょう。どの分野の専門家に相談すればよいのか分から

ない時は、相談内容をテーマ毎に分類し、すでに実践されている事例に関わった専

門家に直接確認することで、方向性が見えてきます。 
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集まる場（拠点）で目指すこと 

 

 

 

 

 

 

深く話しあう中で、ハンドブック１からハンドブック３までの実践の中で得たこと、

これまでの活動の中で得たことなどを踏まえ、集まる場（拠点）のイメージを明確にし

て、目的を定めることが大切です。 

 

【目的のイメージ例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【キーワード】 

❖住民参加 ❖開かれた場 ❖横断的な利用 ❖地域コミュニティの再生 

❖支え合い ❖お互いの役割 ❖共生 ❖地域課題の解決 ❖地域の良いところ 

❖住み続けられる ❖連携体制 ❖ゆるやかなつながり ❖持続可能 

 

○活動内容を確認する 

集まる場（拠点）での目的を定めたら、その目的を実現するために必要となる具

体的な活動内容を確認しあいましょう。 

○集まる場（拠点）づくりに必要なこと <初期プランの作成> 

集まる場（拠点）づくりに必要なこととして、

「場所」、「人材」、「資金」があります。こ

の計画を取りまとめていく作業を通して、足り

ない点や工夫が必要な点などが見えて来ますの

で、運営体制などを定めた初期プランを作成し

ましょう。 

 

 

２ 

○○場（拠点）の目的 

○○場(拠点) 

「○○場(拠点)」は、地域の人材が気軽に集える場を提供し、地域コミュニティによる支え合いを実現します。 

NPO 

自治会 

住民 

行政 

社会福祉協議会 

地域関係団体 

 

集まる場（拠点）の目的を明確にしましょう！！ 
 

目的を明確にすることで、それを達成するために必要なことをみんな

で考えることができます。 

ここでの確認は、ざ

っくりとしたもので

よいでしょう！！ 
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【初期プランの例】 
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運営体制の構築 

 
 

 

 

 

集まる場（拠点）づくりに併せて、コ

アメンバー以外に参画者を募集したり、

ＮＰＯや企業等の協力者との関係を充

実・強化するため、運営体制の構築を図

ります。 

集まる場（拠点）づくりには、資金が

必要になることもあるため、しっかりと

した運営組織を整えることが重要です。

ただし、いきなり組織化を図ることも難

しいため、まずは検討会から始め、組織

設立準備会、組織設立と段階を踏んでい

くことも考えられます。 

 

【運営体制の構築】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【運営体制のステップアップ】 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

協力者 

コアメンバー 

～ 任意団体・NPO・株式会社・・・ ～ 

メンバー募集 

・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ 

・NPO 

・不動産団体 

・建築士 等々 

企画段階 検討会 設立準備会 組織設立

運 営 体 制 

本 格 実 施 

協力 

(初期プラン) 

(実施プラン) 

 
継続的な活動ができるよう運営体制を構築しましょう。 

 
継続的な活動は組織づくりが重要ですが、組織づくりは柔軟に！ 

 

メンバーと協力者の良好な

関係は、組織運営に欠かせ

ない原動力となります。 

・市町村 

試 行 
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実施プランの作成 

 

 

 

 

 

 

実施プランは全ての活動の基となります。本格的な集まる場（拠点）づくりを実施す

るにあたり、以下の点を参考に実施プランを作成してみましょう。ただし、実際に実施

して見て実情に応じて柔軟に見直すことも重要です。 

集まる場（拠点）を主とした活動の充実や継続的な活動を行っていくためには、「場

所」、「人材」、「資金」について、具体的な方針を明確にした実施プランを作成し、

メンバーで情報を共有しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

場(拠点)づくりの実現にむけて実施プランを作成してみましょう。 
 
あらかじめ実施プランをまとめることで、不慮のトラブル等を避けるこ

とができるとともに、実際の運営をスムーズに進めることができます。 

 

場所

•空き家や空き店舗の情報はないか （不動産取引に関すること）

•間取り等の改修は必要か （建築基準法・消防法などの建築制限）

人材

•仲間づくり組織づくりをどうするか （人材確保に関すること）

•誰かに協力を仰ぐ必要があるか （外部組織等との連携協力）

資金

•家賃や改修費用をどうするか （補助制度等の活用）

•拠点を経常的に動かしていくには （ビジネス化への取り組み）

運 
 

営 

活動場所として、空き家・空き店舗の活用を検討している場合は、国交省の空き家再生等推進事業

や、各自治体の空き店舗活用事業、福祉交流拠点整備事業等により、改修費用や施設整備費等に関し

て助成が受けられる場合があります。また、UR 賃貸の店舗の場合、子育て支援・高齢者支援に関する

用途であれば、家賃減額制度があります。 

 

民間主体によるまちづくりの取り組みが活発する中、行政は様々な制度や人材を必要とするところにつ

なぎ、連携による支援を図っていくことが求められています。関係課の横断的な連携による適切な情報

提供、積極的な周知が必要です。例えば上記のような補助事業について情報を得たい場合、市民活動団

体の相談窓口となる担当課が明解であれば、拠点づくり計画もスムースに進みます。コーディネーター

やアドバイザーの派遣等も有効でしょう。 
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【実施プラン記載事項等】 

事 項 内 容  

設置目的 ・ 集まる場（拠点）の目指す目的 

・ 地域のどういう課題を解決するのか、「集まる場」をつくることに

より、地域がどのように「よくなる」のか 

 

 

運

営

方

針 

設置運営主体 

・ 社会福祉法人、公益法人、NPO、営利法人、その他 

・ 外部組織などとの連携協力について、連携・協力できそうな地域資

源（他の団体・組織・人材）の把握 

利用者 

・ ターゲットとする利用者像（年齢・居住地・その他属性） 

・ 集まる場（拠点）づくりに当たり、どのような支援等を必要として

いるか、上記支援等を行うことによる効果 

地域住民 
・ 集まる場（拠点）づくりに当たり、利用者以外の地域住民とのかか

わり方、協働方針、想定される利害調整等 

スケジュール ・ オープンの目標をたて、全体スケジュールを組み立てる 

・ メンバーの予定・計画との調整 

・ 助成金等の申請、交付時期 

 

 

場

所 

地域圏域 
・ おおまかな場所をどこにするか 

・ 利用圏域（駅圏・徒歩圏・学校区・自治会・町丁目単位等） 

設置場所 

・ 具体的な場所の候補とメリット・デメリットの整理 

・ 地域の空き家、空き店舗の情報収集と活用 

・ 隣接する施設（福祉施設、学校、保育園、幼稚園、公民館、集会

所、日常生活施設（スーパー、金融機関、病院等））との係わり合

い 

施設整備 

・ 現状把握と改修方針の立案（間仕切り改修、バリアフリー改修、設

備改修等）  

・ 改修資金について（補助制度等の活用など） 

・ 建築基準法等の法規制に係る専門家の活用方法 

 

人

材 

運営体制 

・ 現状のマンパワーの確認。誰がどのくらいの時間・労力を提供でき

るか。全体的な作業ボリュームとの見合いは適切か。 

・ 運営体制（役割分担や担当、リーダー） 

・ 新たな人材の拡充方法等 

 

資

金 
資金計画 

・ 施設整備、運営に係る資金（賃料、光熱費、人件費等） 

・ 補助金の活用 

連

携 行政・他団体 

・ 行政や他団体との協力関係について 

・ 相談相手、アドバイザーやコーディネーター、顧問等 
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第２章 集まる場（拠点）づくりの取組み 

 

 

試行してみる 

 

 

 

 

 

 

地域にある集会所、空き家、空き店舗などを活用して、一定期間試行してみましょう。

その際、ハンドブック１で作成した実施プランの問題点のあぶり出し（検証）を行うこ

とも必要です。 

【試行から本格実施へ】 

 

 

 

 

 

 

 

○試行を振り返ってみる 

試行を振り返ってみて、実施プラン（初期プラン）のどこが問題か、どのように

修正すればよいか検討します。特に重要なのは、運営に係る「場所」、「人材」、

「資金」ですので、特に重点的に見直します。また、協力してくれるコーディネー

ター等の専門家がいる場合には、その意見も参考にしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 
 

試行

本格実施
継続的な活動

一定期間の試行 

問 題 点

は？ 

まずは、試行的に実践してみましょう！ 

考えと実際とでは大きく異なる場合があります。試行的に実施することで

問題点を洗い出し、改善することで本格実施に繋げやすくなります。 

まちづくりへの取組として試行的に開設さ

れた CC ラボ（コミュニティスペース）を

使って、様々なコミュニティ活動がトライ

空き店舗を使って「誰もが気軽に立ち寄

れる場」を開設するコミュニティ活動を

実施（神奈川県の担い手養成講座） 
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本格実施 

 

      

 

 

 

 

 

問題点を洗い出し見直しをしたら、改善した内容で本格実施します。このとき、再度

問題点を洗い出し見直していくといういわゆるＰＤＣＡサイクルを繰り返し、計画をブ

ラッシュアップしながら集まる場（拠点）での活動を軌道にのせていきます。集まる場

（拠点）での活動を軌道にのせるには、地域活動に必要な人材の確保が重要であるとと

もに、活動の充実や継続的な活動を考える必要もあります。また、企業や大学との連

携・協働を考えることでより活動が充実します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

場
地域の人材

計画のﾌﾞﾗｯｼｱｯﾌﾟ

企業・大学等との連携・協働

軌道にのせる

継続的な活動再実施

見直
し

実施

継続的に活動が行えるよう、活動の充実や継続的な活動を目指しましょう。 

 本格実施する中で少しずつ活動の充実や継続的な活動になるように意識し

ながら活動しましょう。 

継続的な活動を考えると、集まる

場(拠点)が軌道にのるヒントが得

られます。 
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取組み事例 

––  

ひまわり写真挿入予定 
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    【取材・構成 / ハンドブック事務局/2016.11】 
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【取材・構成 / ハンドブック事務局/2016.12】 
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【取材・構成 / ハンドブック事務局/2016.10】 
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【取材・構成 / ハンドブック事務局/2016.11】 
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厚労省の「介護予防・日常生活支援総合事業」ガイドラインに、サービスの類型と

して、以下のようなものがあげられています。（但し、これらはサービスの典型例

を示した「参考例」であり、市町村はこの例を踏まえて、地域の実情に応じたサー

ビス内容を検討する、ということになっています。）

厚生労働省の「介護予防・日常生活支援総合事業」ガイドラインに、サービスの類型と

して、以下のようなものがあげられています。（但し、これらはサービスの典型例を示

した「参考例」であり、市町村はこの例を踏まえて、地域の実情に応じたサービス内容

を検討する、ということになっています。）


